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れ
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9月１日 「よごすまい、わがふるさとの青い海」８月いっぱい漁場

環 境 保全 月 間の 運 動 を行 なっ て まい り ま し た が 、 写 真 の 働

くおとしよりは「老人福祉も結構ですが、よごれた海に魚

､を 求 め る の が 無 理 に な り ま し た 、 こ の ま ま で は こ れか ら先

が 不 安で す」 と語 っ て お ら れ まし た 。

このおとしよりの生きがいを、うばってはいないでしよ

うか 。



青い海緑と太陽の街　長門市

おとしよりの
世話に生がい

老人家庭奉仕員の日記

市では社会福祉協議会に委託して老人家庭奉仕員（ホームヘルパー）を設置し、現在

通13区の荒川ミツコさん（53才）と板持１区の久保田静江さん（45才）の２名が、ひと
り暮しまたは家庭環境に恵まれないおとしよりの宅を巡回しお世話にあたっております

「おとしよりのお世話は私の生きがいです」と元気に役所を出かけるオームへルパーに

話しを伺いながら同行し．記録日記をみせてもらう．

日記は個人毎に具体的に記載さわ．不幸にして他界された際は霊前に供え、遺族に手

渡しているとのことである．

口をとざした貝
○ 月○ 口
薄暗く悪臭のする住まいでおばあちやん
は腰が痛いのか寝込んでいた。
｢おばあらやん｣と声をかりても片目が

つぶれかかった顔でじっと私をみっめる何
だか気持が悪い。
｢ 私はおぱあちや人の味方、仲良くしま

しようね」といっても返事もらい。乱雑な
枕元を片づけようとしrこら｢ いいからほつ

と い て 」

そ つ け な

い 返 事 で

あ る 。

苦 し み

や 悲 し み

が 入 り 乱

れ 、 笑 う

こ と を 忘

れ 貝 が 固

く 口 を と

ざしたご

と く だ ん

ま り 。

近所でもらい水
ガス、水道はなくもらい水での生活、バ

ケツをさげ近所をたずねると「精神異常者

では？訪問者も無く近所の人も相手にしな

い」とか

上流家庭に育ら、やがて幸せな結婚生活だ
ったが　戦争はこの人の運命を大きく変え

た。戦乱の外地
から主人の故郷
へ、しかし主人
と死別したらこ
こも安住の地で
はなかった。
子どもにも恵
まれずさびしく
自分の出身地の
長門市へ、だが
ここにも昔のおもかげはなかった。

○ 月○ 日

うどんを一緒に
たべる

話し相手になることからはじめた私の活
動も、水くみ、掃除、せ人たく、時おりの
散歩などで仲良くなった。きようはうどん
を炊いてー諸にたべる。
もって生れた気品？この人のどこヵ精神

異常なのか、おばあちゃんをここまで追い
込んだものは何だろう、戦争、貧困、孤独

わからぬものl j ほの中よ
轢よ花よと育てられ
人もうらやむ若き日を
過せし人も今はさみしき

( 荒川奉仕員)

( 久保田奉仕員)

敬老の日行事
通　　 ９月150　10 時　通公民館

仙崎　　　16日　10時　仙崎小学校

深川　　　13日　10時　深川小学校

俵山　　　14 日　10 時　俵山公民館

少年の家出をなくそう

ことし１月から７月までに、長門警察署
管内で家出し警察に発見補導された少年は

13名（うち女７名）で、家出した少年のう

ち30％は、自転車を盗ったり空巣ねらいや

万引きするなど悪の道へ走っています・

毎年、夏休み明けの９月になると児童、

生徒の家出がいっもの月よりも目立って増

えてきます。
夏休み明けの家出の動機は、長い夏休み

中の遊びくせから脱けきれないまま安易な

気持からプイと家を飛び出したものが半数

以土を占めてい ます。

また子どもの穹えや行動に無関心や無理

解な庠蔑＆の態度が少年の家出に拍車をか

け ているようです。
警察では９月中を「全国家出少年発見保

護活動強化月間」に定め、少年の家出防止

と発見保護にっ とめています 。

みんなで次のことに気をつけ少年の家出

をなくしましよう。
・ 親子が、いつもなんでも話し合えるよう

な明るい家庭づくりをする。

● 世の巾のきぴしさをおりにふれて話し、

家出に走らないように指導する。

＠子どもに能力以上の負担をかけないよう

にする。

(肓不幸にして家出した場合はー刻 も早く学

校と警察に届け出てよく相談して早く探

し出す。
・ 家出少年らしい者を見かけたときは、ち

よつと声をかけ、直ちに警察へ連絡する
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せまい 日本　そんなに急いで　 どこへ 行く

10 月１日 か ら
重度心障者と乳児の医療費も無料に

重 度 の心 身 障 害 者 と乳 児 の 医 療 費 が10 月
１ 日 か ら 無 料 とな り ま す 。

● 対 象 とな る 重 度 心 身 障 害 者

１ 、 障 害 福 祉 年 金 を受 け て い る者

２、 特 別 児 童 扶 養 手 当 の対 象 と なっ て い る
児 童

３ 、 身 体 障 害 者手 帳 を 有 す る 者 で 、 障 害 の
程 度 が１ ～ ２級 の 者 と、 ３級 の老 の 内「

両下肢をショパー関節以上で欠く者」又

は「 両 上 肢 の すべ て の 指 の 機能 に 著 し い

障害を啗ｊる者」と児童相談所、精神薄

弱者更生相談所において「中度精神薄弱

者」と判断されだ者

４、児童相談所、精神薄弱者更生相談所に

おいて「重度精神薄弱者」と判定さわた

者

５、厚生年金保健法等年金各法､により１級

の 廃疾 認 定 を受り て い る者

（i ）刈 象 と な る乳 児

出 生 の 日 か ら満 １ 才 に達 す る 日 の 属 す る
月 の 末 日 ま で の 乳 児

（i 汐）徇 制限
対 象 と な る 方 の 年 間 彦i得 顫 が4335 円以 下

で あ る こ と 、 乳 児 の 垠･自 は そ の世 郤 の所 得

税 額 が4, 800 円以 下 の 世帯 。

手続は19日から
巾 請 の 受 付 は 地 区 毎 に 次 の 日 程 です 。

９ 月19 日　9 : 00 ～11 :  00　俵 山支 所

13 :  00～16 :  00　通　支 所

20日　9 : 00 ～12 :  00　仙 崎 支 所

21日　9 : 00～15 :  00　市役所

Ｃ 持 参 す べ き もの

障 書 の 程 度 を 証 明 で きる 次 の もの を い づ

れ カ と印 鑑 をご 持 参 く だ さい 。
イ、障害福祉年金証書

口、特別児童扶養手当証書

八、身体障害者手帳

二 、 そ の 他 障害 の 程 琅カ 証 助 で き る もの

乳児については母子手帳をお巵､わ乙く。

ご迷惑をおかげし ました
８月 分水道料 金を割引
塩分を含んだ水や断水などでこの夏の上

水道はご迷惑をわかりしましたので、８月

分 水 道 料 金 を 割 引 し ま す 。

割弓･は、まず基本料金10卜冫まて３７０

円 を ２ ５ バ ー セ ン １ 減じ て ２ ７ ７ 円 に さ ら

に 超 過 分 につ い てl j そ のう:か ら ２卜 こ､夕 を

槭 額 し ま す 。

セイタカ　アワダチソウ
を撲滅しましよ う

空き地や荒れ地などに著しく繁殖し、生

活環境を悪化させる外国から帰化した雑草

「セイタカ　アワダチソウ」は秋をいろど
る美 し さ をか 人 じ さ せま す が 、 実 は こ わ が

人 に よっ て は ゼ ン ソ クの 原 因 と な る 雑 草で

す 。

１ ０ 月 ご ろ か らの 開 花 前 に こ れ を刈 り乾

燥し焼き拾て、刈株は翌年春に茎葉の成長

を は じ め るの で 堀 り 起 し て 枯 ら し 焼 き拾 て
ま し よ う 。

台風によ る

電気事故をなくしましよう
台 風 の シ ー ズ ン が やっ て き ま し た。

台 風 の 屁 髫 て ラ レ ビ の フ ン ラ=ラカ 隹 わ た り

ト タ こ. j l根 やｌ 板 か飛 んて 貿r貊 にぎ わ、 電

気 事 故 が 起 こ るこ と があ り ます 。

お 宅 で も台 風 に そ な え 、 あ ぶ ない と 思 わ

れ る も の を 取 り 除い た り補 強 す る な ど ま わ

り をお 調 べ くだ さい 。

飼い犬に責任を
もちましよう

２ 啓 期 をま えlご、ｊｌ 校 １年 生 の 男ｃ 孑

が 近 所 を訌 問 し 、 覲 い 犬 に 咬 ま 札 入院i t r捺

す`る郡 故ヵ 発生 し まし た 。

家 畜 や 農 矜 物ヵ 被 售 に あ う ケ ー ヌ もあ と

を た ち まゼｙl。

原 因 の一 つ は 、 拾 て 犬 や 放 し 飼い に よ る

もの で す。
自 分 力 好 き な 顯物 を 飼 う とい うあ た りま

えの こ とl j 、他 人 に迷 惑 をかり な い とい う

あ た りま えの こ と も守 れ て よ いl j ず て す 。
感 怙問 題 の わず ら わし さ か ら 、無 瞑1心 に

な ら ず １人 １ 人 が自 分 の こ と とし て 考 え ま

し よ う 。
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９月 ２１日 － ３０日

秋の交通安全 健民運動
みんなで｢子 どもと老人｣ を

交通事故 から守ろ う
、 交 通 嚶故 を な く そ う と芬､庭 で俘 校 で又 は
４ 場 や地 域て み ん なが 考 え詼 践 活 動 を行っ

て お り ま す が 、 残 念 な が ら瞿 故 は 減 り ま せ

ん 。
歩 行 者 事 故 、 と く に弱 い 立 場 に あ る 幼 児

と小 学 校 低学 年 児 な ら びに お と し よ り の 事

故 防止 を ね がい

○ ス ク ール ・ ゾ ー ン の 整 備 充 実

Ｃほ親ぐるみの子どもと老人の交通安全教

育 の推 進
Ｃ 交 通 安 全意 識 の高 揚

を 璽点 目 標 に 秋 の 交 通安 全 健民 運 動 を展

開 し ま す 。

ひ と り ひ と りが 正 し い 交 通ﾉしｰﾉL の 失 践

を 習 慣 づ け 、交 通 事 故 の 減j に 向 つ て 立 ち

あ が り ま し よ う 。

飲 酒 運 転 を
撲 滅 し よ う

８月15日から９月14日まで飲酒運転撲滅
月間の運動を強力に展開しております。

悪質で重大な交通萼故に直結する歛酒運
転をなくすため、「飲人だら乘るナ、乘る
なら飲むナ」の原点に立ってお互がきぴし
くｎ 意しあいましよう。



ぼくしない　道 路 の と び だ し　　　 わるふざけ

小・中学 校の運動会決 ま る
市内小中学校の運動会の開催予定日が次のとおり決りました。

仙崎中・深川中・俵山中　　　　　　　９月１５日

通中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６日

青海島小・大畑小　　　　　　　　　　　　２３日

深 川 小・ 向 陽 小　　　　　　　　　　　　　３ ０ 日

通小・仙崎小・俵山小　　　　　　　１０月７日

宅地や建物を
購入する方 え

その2

契 約 を結 ぶ

判 を 抑1 前 に

○ 契 約 僭は よ く 続 ん で

○ 口 約 束 は 災 難 の も! : 、必 ず契 約書 に 書

き込 も う
○ 念 書 ．仮契 約 も コワ ｆ、 多 額 の違 約 金

gこつな が る
○ ･コーン の 条 件 も記 入し て も ら う

○ 跨4 必 ず 自 分 で押 す 、扣･印 も気 を つ け

て
○ 軽 卒 な サ イン も 後 悔 刀 も と

手 付 金 は

○ 鴛 者が 売 主 のｉ 合 は 手 付 金l j 20 ％ ま で

そ わ 以 上の 要 求 は 不 当 、支 払 わ な くて

よ い

手 数料 は

○ 手 数 詞 の 額丿 抉 まつ て い る

ア 業 と1か ら 直 咳買 う と き ば 、 干 瓢 料 は支

払 わ な くて よい

イ 売 買 交 換 の 仲 介の と き、 取 引 額200万

円 以 下5 ％ 、200万 円 ～400 万 円4

％ 、400 万 円 以 上３ ％

こ の Ｆ 数料 は、 売 り 手 、買 い 手 の両 方

が そ れぞ れ 払 う

ウ 売 買 、 交 換 の 代 理の と き、 イ 、 の 割 合

で 諄出 し た金 額 の ２ 倍 以 内 を 依 頼 者 が払
う 。 た だし 相 手 方･も払 うこ とが あ るが 、

こ れ も イ、 の 金 額 の ２ 倍 をこ え る と不 当

そ の 外 に

○ 未完 成の 土 地 や家 に 対 し て ５％ 以 上 の

前 金（ 手 付金 を 含 む） を払 う と き は 、必

ず 業 者か ら 保証 書 （ 銀 行等 ） を もら う、

ま た前 金 は 完 成 引 渡 し まで 庠証 し て も ら

お う

○ 取 り引 きは 、 業 者 の 売 りか 、仲:介か 、

代 哩か を たし か めよ う

Ｃ割賦のときは、30％の支払いで所有権

が もら え る
Ｃ 問 題 か生 じ た ら 早 く 艦 談 す る（ 関 係書

類 を もっ て）

相 談 で き ると こ ろ

県 庁 住 宅 課 宅 地 係 、土 木 事 務 所 建 築 係 、

市建設課建築系　　　　　　（終）

9月24 日 か ら

結 核予 防 週間

官公庁や大企業、学校などでは検診率も
90％をこえますが、中小企業や一般住民の
受診率はまた十分とはいえません。

結核は病気が相当進んでも自覚症状が少
ないために発見が遅れることがあります。

年に一度はかならずレントゲン検診をう
け早期狢兒、早期治療につとめましよう。

秋 の 定 期 種 痘

９ 月 ４ 日　13 :  30～14 :  CO　通　 公 民 舘
俵 山 公民 舘

５ 日　13 :  30～14 :  30　仙 崎 公 民 舘

６ 日　　　　 〃　　　　 中 央公 民 舘

検 診 は １ 週 間 後 の 同 堋 日 に 同 じ 日 程 で す。

水産消費者情報
テレホンサービス

県庁水産課に、毎日の鮮魚市況や家庭で

献 立 に 役 立 つ メ ニ ュ ー な ど を 知 ら せ て く れ

る テ レ ホ ン サ ービ ス が 設 置 さ れ まし た。
ダイヤルは、08392（山口局）４～44

11 へ ど うぞ 。

市民ソフトボール成績表

１　 位　　　　　 ２　 位

通　　 白（ ６区 ～ ９区 ） 青（14 区 ～16 区 ）

仙 崎　青 海　　　　　　 白 潟 ３区

深 川　上 川 西　　　　　 中 山

俵 山　木 津　　　　　 郷

定期予防接種カレンダー

予防接種名 接種区分
対 象 者　　 接 種 回 数

種　 拔

ジ フ テ リア
百 日 せ き
破 し よ う風
( 混 合)

ジ フ テ リ ア

( 単)

急 性 灰 白 髓
炎( 小児 マ ヒ:

1 期

2 期

3 期

1 期

２ 期

3 期

4 期

)２ 回

生後６月以 上
満２才までの者

小学校入学前
６月以内の者

小学校卒業前６月以内の苣

生後3月から63 週間～8週
月に至る期間 間隔で３回

１期完了後12月から
18月に至る期間ゐ者

小学校入学前
６月以内の昔

小学校卒業前
６月以内の者

生後３月から18月
に至る期間の者

６週間以上の
間隔でき回

１ 回

１ 回

１回

１ 回

１ 回

目 ヲ ，

消 費 メモ

イン スタ ント 食品
インスタント（即席）　といわれるように

湯 をそ そ い だ り 温 め/ 7こだ け で食 べ ら れ る状
態･こな る食品 で 、最 も一一般 的 な もの は 、 ラ

ー メ ン 、 コ ーヒ ーな ど で す ．

イ ンス タ ン ト ラ ー メ ンや 粉 末 ジ ユ ーヌ は

ポ リ ェ チレ ン と セロ フ ア ン を張 り 合わ せ た

ポ リ セロ とよ ば れ る包 装 袋 で 湿 気 が 入 り に

く くｒ 夫 さ れ てい ま すが 、 気 温 が 高 く なっ

た り日 ）り こあ た る と、 ラ ー メ爿 こ含 まれ る
脂 肪 が酸 化し て 来 ま 寸の ぴ、 製 造 年 月 日 を

必 ず 確か め て、 保 管状 態 の よ い とこ ろ で も

夏 は ３ヶ 月 、 冬 で も ６ ｙ月 以内 の もの を選

ぶ よ う に す る こ と で す。

最 と カ レ ー や シ チ ュ ー の 袋 詰 が 出 廻 つ て
い ま す が 、 こ わは 、 ポ リ エ チ レ ン と ポ リ オ

レフ ｆ ン の 間lごア ル ミ箔 を張 り名 わせ たレ

ト ル ト パウ チ と 呼 ば わ る 包 装 材 の 袋 に詰 め

ら れ て お り 、 こ わ は 気 密 性 に 富 む た め１ 年

く らい 品 質 の変 化 は ない とい わ れて い ま す

し か し 。 こ の装 包 材 が10 円 以 上ｶ かヽ る上

に 化粧 箱 に 入 れ れ ば、 包 装 代 が高 く 、 原 料

費 に かり ら れ る金 額 は わ ず か な もの だ と 考

え ら れ ます 。

こ うし た イン スタ ン ト食 品 を利 用 す る と

きに は 、 野 菜 や蛋 白 源 と な る 卵、 肉 、 魚 な

ど 合 わ せ て 食 べ る 必要 が あ り そ うで す。

９ 月は〃がん〃
征圧月間 です

が ら7) 原 因 は 鴉 念 な が ら μ ご七 か つ て お

ら ず、1バこが つ てが ん を 治 寸 心 は 、健 康診
断 を う０ て 、 早く 発Q. し まだ 人 きく な ら な

い 芽 の う ら にt p期 に と り 除 い て し ま う以 外

に ら 法 はあ り まt j ん 。

が ん は 表 面iこと ど ま つて い るう ち に 発 笵
し 、 手 術 な どの 治療 で ほ とん ど 治 りま す 。

がん に 対 する 正しい 知 識 を 身に つl j 、 が
ん か ら 身 を 守 るよ うlこし ま し よ う 。


	page1

	page1

	page1

	page1


